
会場入場またはオンライン視聴でご参加を

会場周辺の地図→

オンライン視聴は
当院ホームページから
事前にお申込みください。

会場入場は事前予約・１０名さまです。

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

横浜文化体育館

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

ふれあい横浜ホスピタル
☎045-681-5101（代表）
横浜市中区万代町２ｰ３ｰ３

お問合せ・ご予約

　高齢になると、膝の悩みを抱える方が増
えます。その中でも、「変形性膝関節症」は
罹患者が多く、この治療を担当している当
院・整形外科の赤松医師が、病気について
解説します。どのタイミングで手術をうけた
ら、生活がどう変わるかなどをお話しします。

膝の痛みと手術のタイミング～最新の膝周囲骨切り術のご紹介～

参加無料参加無料
医学講座

会場：ふれあい横浜ホスピタル ２階 会議室

オンラインで
自宅視聴も！

3月23日（水）
14：00から

日 時 講 師
ふれあい横浜ホスピタル  
赤松 泰 医師

アプリ「Zoom」を使ってご視聴ください

◆ミーティングID・・・・
　　　
◆パスコード・・・・・
　　　

955 6682 0887

524263 予約
不要

開始時間１０分前〔3/29火１４：５０〕以降
に上のQRコードからご参加を。
※事前に「Zoom」のインストールが必要です。

康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台１ｰ６ｰ５

お問合せ

　健康上の問題で日常生活が制限される
ことがなく生活できる期間である「健康寿
命」。延伸のためには、高血圧や糖尿病な
どを予防し、正しい食生活を心掛けていく
ことが大切です。当院の管理栄養士が、規
則正しい食生活のポイントをお話しします。

生活習慣病を予防する食事について

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

３月29日（火）15：00～16：00〈予定〉日 時

講 師
康心会汐見台病院
           　 栄養科   柳下 めぐみ  管理栄養士

特別優待など
各種サービスが
受けられます

検索ふれあい健康友の会

健康友の会

入会 年会費 無料

　

関
内
駅
徒
歩
３
分
の
と
こ
ろ
に
、介
護
保
険
を
利
用
し

た
各
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
の
ほ
か
、相
談
も
受
け
て
い
る
「
ふ

れ
あ
い
横
浜
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

ど
の
専
門
的
な
業
務
に
関
す
る
相

談
（
依
頼
）
が
可
能
で
す
。

　
Ｑ
．
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
直
接

相
談
で
き
ま
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
当
セ
ン
タ
ー
に
は
、

２
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。
病
院
に

併
設
し
て
い
る
特
徴
を
活
か
し
、

医
療
面
で
の
深
い
知
見
を
も
っ

て
、
丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け
て
お

り
ま
す
。
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

上
手
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
住
み

慣
れ
た
町
で
お
暮
ら
し
に
な
ら
れ

る
た
め
の
手
伝
い
を
致
し
ま
す
。

　
Ｑ
．
ど
の
よ
う
な
相
談
が
多
い

の
で
す
か
？

　

Ａ
．一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

例
え
ば
、「
リ
ハ
ビ
リ
を
し
た
い

け
れ
ど
、
介
護
保
険
は
使
え
る
の

の
申
請
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
申
請
は
、「
居
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
で
代
行
し
て

も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

介
護
認
定
を
受
け
た
後
、「
ど

の
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

か
」
を
検
討
し
、作
成
し
た
「
サ
ー

ビ
ス
計
画
書
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）」

に
基
づ
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　

計
画
書
は
、
自
分
で
作
成
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
介
護
の
専

門
員
が
所
属
す
る
「
居
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
」
や
、「
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
」
に
相
談
す
る
こ
と
も
、

方
法
の
一
つ
で
す
。

か
」
と
い
っ
た
も
の
か
ら
、「
父

を
自
宅
で
看
取
り
た
い
」「
家
族

が
突
然
入
院
し
て
し
ま
っ
た
け
れ

ど
、
今
か
ら
退
院
後
が
心
配
」
と

い
っ
た
内
容
も
あ
り
ま
す
。
介
護

に
関
す
る
こ
と
は
、
お
気
軽
に
当

セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
横
浜
居
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー   

☎
０
４
５・２
２
２・８
５

１
５
（
中
区
万
代
町
２
の
３
の
３
）

　
「
介
護
保
険
制
度
」
は
、
介
護
社
会
を
全
体
で
支
え
、

高
齢
に
な
っ
て
も
よ
り
良
い
生
活
を
送
る
た
め
に
、
保
険

に
よ
っ
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

え
て
い
く
制
度
で
す
。

　

介
護
生
活
の
支
援
と
し
て
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、

福
祉
用
具
等
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
前
に
す
る
こ
と

　

こ
れ
ら
の
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

を
介
護
保
険
で
利
用
す
る
際
に

は
、
保
険
者
（
市
町
村
な
ど
の
自

治
体
）
の
窓
口
に
、
要
介
護
認
定

　

地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ

ス
ピ
タ
ル
」
に
併
設
さ
れ
て
い
る

「
ふ
れ
あ
い
横
浜
居
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
Ｑ
．
こ
こ
で
は
、
ど
の
よ
う
な

相
談
が
で
き
る
の
で
す
か
？

　

Ａ
．「
家
族
が
介
護
を
必
要
と

し
て
い
る
」「
介
護
保
険
に
つ
い

て
知
り
た
い
」
と
い
う
相
談
や
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
際
に
必
要

と
な
る
【
要
介
護
認
定
の
申
請
代

行
】、【
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
】
な

　
「
介
護
保
険
制
度
」
と
は
、
介

護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て

も
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
日
本
社
会
全
体
で

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人
を
支

ケア
プラ
ン

デイケアについて

介護の相談センターや

ケアマネジャーの活用
を！

ぜ
ひ
活
用
を
！

街
中
に
あ
る「
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
介
護
支
援
の
専
門
員

ふ
れ
あ
い
横
浜
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

関
内
駅
３
分
！「
医
療
に
強
い
」ケ
ア
マ
ネ
事
業
所

病
院
併
設
の
特
徴
を
活
か
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

同センターのケアマネジャー

康
心
会
汐
見
台
病
院

小
児
科
に
も
各
種
の
専
門
外
来
を
設
置

ア
レ
ル
ギ
ー
、循
環
器
、精
神
神
経
な
ど

　
　

  

子
ど
も
の
花
粉
症
が
増
加
中
！

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
な
ど
で
治
療

　
「
花
粉
症
」
は
、
大
人
に
限
ら
ず
子
ど
も
で
も
発
症
し
ま
す
。
主
に
治
療
方
針

は
大
人
と
同
じ
で
、「
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
」
な
ど
に
よ
っ
て
症
状
の
緩
和
が
図
ら

れ
ま
す
が
、
子
ど
も
特
有
の
内
容
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
、
大
切
で
す
。

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
小
児
科
で
は
、
常
勤
医
師
６
名
、
非
常
勤
医
師
９
名
を

そ
ろ
え
〈
22
年
１
月
現
在
〉、
一
般
外
来
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
（
各
午
前
・
午
後
）

に
診
察
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。小
児
科
の
小
林
尚
明
医
師
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

ス
ギ
花
粉
症
の
患
者
は
、
年
々

増
え
、
今
は
大
人
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
に
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
花
粉
症
を
抱
え
る

と
、
鼻
や
目
の
症
状
に
加
え
て
、

　
︱
︱
︱
貴
院
の
小
児
科
の
特
徴

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。  〈
取
材
協
力
〉

　
「
通
常
の
一
般
外
来
で
は
、
平

日
だ
け
で
な
く
、
土
曜
日
も
診
察

を
行
な
っ
て
い
ま
す
（
㈰
㈷
休

診
）。
そ
し
て
各
種
の
専
門
外
来

を
設
け
て
い
る
点
も
特
徴
で
す
」

　
︱
︱
︱
ど
の
よ
う
な
専
門
外
来

が
あ
る
の
で
す
か
？

睡
眠
不
足
や
日
常
生
活
に
お
け
る

集
中
力
の
低
下
が
、
大
き
な
問
題

に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
幼
児
で
は
、
自
分
の
症

状
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
親
や
医

　
「【
消
化
器
肝
臓
疾
患
】【
腎
臓

泌
尿
器
疾
患
】【
精
神
神
経
疾
患
】

【
循
環
器
疾
患
】【
内
分
泌
疾
患
】

【
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
】【
発
達
障
害
】

【
児
童
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
】

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
地
元
の
個
人

医
院
の
先
生
（
開
業
医
）
が
、
当

院
で
診
療
を
行
な
っ
て
い
る
専
門

外
来
枠
も
あ
り
、
病
診
連
携
と
し

て
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
専

門
外
来
に
つ
い
て
、
少
し
詳
し
く

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
花
粉
症
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
気
管
支
ぜ

ん
そ
く
な
ど
、
小
児
の
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
全
般
に
対
応
し
て
い
る

外
来
で
す
。

　

特
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
は
、

血
液
検
査
の
値
だ

け
で
は
な
く
、
正

確
な
診
断
を
行
な

う
た
め
に
、
必
要

に
応
じ
て
『
食
物

経
口
負
荷
試
験
』

も
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

ス
ギ
花
粉
症
で

師
へ
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
周

囲
が
風
邪
な
ど
の
他
の
病
気
と
勘

違
い
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。　

子
ど
も
特
有
の
症
状
は
？

　

花
粉
症
の
症
状
は
、
く
し
ゃ
み

や
鼻
水
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
子
ど
も
の
場
合
は
、
こ
れ
に

加
え
て
、
鼻
づ
ま
り
を
抱
え
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
は

鼻
の
穴
が
小
さ
く
、
鼻
の
粘
膜
が

む
く
む
と
詰
ま
り
や
す
い
た
め
で

す
。
関
連
し
て
、
口
呼
吸
を
し
て

い
た
り
、
鼻
血
が
よ
く
出
る
、
ま

は
、『
舌
下
免
疫
療
法
』
も
取
り

入
れ
て
い
ま
す
（
５
歳
以
上
）」

　
︱
︱
︱「
食
物
経
口
負
荷
試
験
」

は
、
何
の
た
め
の
検
査
で
す
か
？

　
「
ア
レ
ル
ギ
ー
対
象
の
食
物
に

つ
い
て
、
安
全
に
摂
取
で
き
る
適

切
な
量
を
確
認
し
、
必
要
最
低
限

の
除
去
で
日
常
を
過
ご
せ
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
、
乳
幼
児

期
か
ら
小
児
期
に
か
け
て
発
症
す

る
こ
と
が
多
く
、
重
症
化
を
防
ぐ

に
は
、
早
期
の
発
見
と
治
療
が
必

要
で
す
。
ま
ず
は
当
院
の
小
児
科

へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

た
は
、
睡
眠
時
の
い
び
き
な
ど
が

あ
っ
た
ら
、
花
粉
症
を
疑
っ
て
い

く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

目
の
か
ゆ
み
で
は
、
何
度
も
目

を
こ
す
っ
て
し
ま
い
、
ま
ぶ
た
が

腫
れ
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

治
療
は
大
人
と
同
じ
？

　

花
粉
症
の
治
療
は
、
基
本
的
に

は
大
人
も
子
ど
も
も
同
じ
で
あ

り
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
を
飲
ん
で

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
引
き
起
こ
す

物
質
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
、
症
状
の
緩

和
を
目
指
し
ま
す
。
内
容
に
よ
っ

て
、
点
眼
薬
や
点
鼻
薬
な
ど
も
処

方
さ
れ
ま
す
。

　

花
粉
症
は
、「
眼
科
」
や
「
耳

鼻
科
」
を
受
診
す
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
子
ど
も
の
場
合
は
、
薬

の
選
び
方
や
薬
の
量
な
ど
が
、
大

人
と
は
異
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の

で
、
子
ど
も
の
全
身
状
態
を
把
握

す
る
診
療
科
で
あ
る
「
小
児
科
」

の
受
診
を
考
え
て
み
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

3.8％

30.1％

20.5％

36.9％

49.5％
47.5％

46.8％ 45.7％
47.5％

10代がトップ
！

大人と同等の有
病率に

50

40

30

20

10

0 0　5   10   20  30  40  50  60  70
〜  〜　〜 　〜　〜    〜　〜　〜　〜
4　9   19   29  39  49  59  69　（歳）

（％） 「鼻アレルギー診療ガイドライン」
（2020年版）資料他から作成

スギ花粉症の有病率〈年齢層別・2019年〉

康心会汐見台病院
小児科 科長

小林 尚明 医師

康心会汐見台病院
045（761）3581

磯子区汐見台 1-6 -5

9：00　診察
　　　  〈体調・事前中止薬・持参薬などを確認〉

12：00　昼食
14：00　診察後、ご帰宅

10：00　１回目 検査

             　
…対象食物の１/４量を摂取

11：00　２回目 検査

             　
…対象食物の3/４量を摂取

食物経口負荷試験
小児科病棟で実施（日帰り入院）

（注）大まかな流れのみを表
示

飛散シーズン
到 来

2022年2月
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介護付有料老人ホームシニアホテル横浜 JR関内駅 または
地下鉄伊勢佐木長者町駅
から徒歩３分横浜市中区万代町２－３－３

���������������

立地や眺望の良さ、
ゆったりとした居室など
ホテルの名残を感じさせる

一般的な高齢者施設は、通院サポートは敬遠されがち。
さらに、医療支援は内科の訪問診療が多く、整形外科疾患や泌尿器疾患の場合は、
家族が対応しなくてはならないこともあります。
しかし当施設では、階下の「ふれあい横浜ホスピタル」に
整形外科や泌尿器科をはじめとする多くの診療科があるので、
このような家族の負担や心配事が解消できる環境です。
透析施設も併設されているので、人工透析が必要な方も是非ご相談ください。

６５歳以上であれば、「自立」から「要介護５」
の方まで入居が可能。シニアホテル横浜では、
心身の状態に変化があったとしても、「介護棟」
などへの転居の必要がなく、介護が必要になっても、
原則的に入居時からの住み慣れているご自身の
居室で生活できる体制があります。

同じ建物には協力病院「ふれあい横浜ホスピタル」
があり、24時間の緊急時対応のほか、通院を全面
的にサポート。

ホテルだった建物を改装
介護付有料老人ホーム

「シニアホテル横浜」

施設見学会を開催施設見学会を開催
３月５日土曜日
　　～３月27日日曜日

期間

定員

予約

各日２組様まで
完全予約制

045-681-2951

日ノ出川
公園

大通り公園
伊勢佐木
長者町駅

関
内
駅
首
都
高万代町１丁目

ココ JR地下鉄

病院１階受付

ロビー（17階）

レストラン（18階）

居室（タイプ４）

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　    【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

応募〆切／３月15日火

正社員募集
健康生活お役立ち新聞

◇長期勤続によるキャリア形成
　のため、若年層を積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、賞与、医療費補助制度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

編集・記者
未経験歓迎！意欲重視

募集職種

　

○
…
院
長
と
し
て
３
年
目
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
当

院
の
大
き
な
特
徴
は
、
血
液
透

析
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

両
立
で
す
。
透
析
患
者
さ
ま
が
、

脳
血
管
疾
患
（
脳
卒
中
な
ど
）

を
発
症
し
て
リ
ハ
ビ
リ
療
法
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
、
人
工
透

析
施
設
で
そ
れ
が
受
け
ら
れ
る

と
こ
ろ
は
少
な
く
、
神
奈
川
県

下
で
も
数
え
る
ほ
ど
で
す
」。
一

方
で
、
脳
卒
中
な
ど
で
倒
れ
、

入
院
し
た
場
合
も
、
人
工
透
析

治
療
を
長
く
受
け
ら
れ
る
病
院

は
少
な
く
、「
こ
の
両
者
を
叶
え

る
病
院
と
し
て
、
当
院
へ
転
院

さ
れ
て
来
ら
れ
る
患
者
さ
ま
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」。

　

○
…
話
が
明
瞭
な
の
は
、
読

書
家
で
あ
る
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
よ
う
で
す
。「
教
師
の
家
庭

で
育
っ
た
の
で
、
家
に
本
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
小
学
生

の
頃
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医

学
賞
受
賞
者
の
ミ
ツ
バ
チ
の
ダ

ン
ス
言
語
に
つ
い
て
の
児
童
書

や
、
中
学
生
で
は
ク
ロ
ー
ン
に

つ
い
て
、
高
校
生
に
な
っ
て
か

ら
は
セ
ル
（
細
胞
）
な
ど
の
書

物
と
出
会
い
、『
細
胞
生
物
学
』

に
興
味
を
も
っ
て
医
学
部
に
進

学
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
、
分

子
生
物
学
な
ど
を
学
び
、『
こ
の

学
問
を
世
の
中
に
役
立
た
せ
る

方
法
の
一
つ
は
、医
療
（
医
師
）』

と
思
い
、
現
在
の
職
に
就
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
に
あ
る
の
は
、『
学

問
（
理
論
）
に
基
づ
い
た
医
学

に
よ
っ
て
、
人
間
（
患
者
さ
ま
）

の
幸
福
に
つ
な
が
る
よ
う
に
貢

献
し
た
い
』と
い
う
考
え
で
す
」。

　

○
…
「
透
析
と
リ
ハ
ビ
リ
の

両
者
を
提
供
で
き
る
の
は
、チ
ー

ム
医
療
の
成
せ
る
技
」
と
話
し
、

そ
れ
を
体
現
す
る
医
療
チ
ー
ム

を
結
成
。「
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
」
と

名
付
け
た
由
来
は
、「
知
的
好
奇

心
が
旺
盛
で
、
群
れ
で
は
協
調

性
の
あ
る
行
動
を
と
り
な
が
ら
、

単
独
で
も
有
能
で
あ
る
イ
ル
カ

の
よ
う
に
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
は

あ
り
た
い
」
と
の
思
い
を
込
め

た
も
の
で
す
。
東
日
本
最
大
級

と
も
い
え
る
１
５
０
床
を
有
す

る
「
人
工
透
析
＆
リ
ハ
ビ
リ
病

院
」
と
し
て
の
期
待
に
、
着
実

に
応
え
る
姿
が
あ
り
ま
す
。

こ
の「
人
」に
聞
く

　
医
療
の
真
髄
は

　  

「
人
間
の
幸
福
」に
つ
な
が
る
こ
と

織本 健司 医師
 （おりもと けんじ）　　　　

ふれあい東戸塚ホスピタル 院長
【総合診療内科】

医学博士
I CD（インフェクションコントロールドクター）

二
大
診
療
の
根
底
に
「
チ
ー
ム
医
療
」

透
析
と
リ
ハ
ビ
リ
の
両
立
で
全
国
か
ら
転
院
者
も

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
人
工
透
析
治
療
を
行
な
っ
て
い
る
病
棟
が

あ
り
、
さ
ら
に
、
身
体
機
能
の
回
復
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
療
法
も
提
供
し

て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
下
で
も
、こ
れ
を
両
立
し
て
い
る
病
院
は
、数
少
な
い
状
態
で
す
。

　

戸
塚
区
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
東

戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
総
合

診
療
内
科
や
整
形
外
科
な
ど
の
一

般
外
来
の
ほ
か
に
、
入
院
療
養
に

力
を
入
れ
、
病
棟
部
門
の
二
大
診

療
と
し
て
、【
人
工
透
析
（
血
液

透
析
）療
法
】と【
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

期
待
は
大
き
く
、
ス
タ
ッ
フ
は
そ

れ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、日
々
、

努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
ス
タ
ッ
フ
は
、Ｐ
Ｔ（
理

学
療
法
士
）
や
Ｍ
Ｅ
（
臨
床
工
学

技
士
）
で
す
か
？

　
「
こ
の
二
大
診
療
は
、
チ
ー
ム

医
療
の
成
せ
る
技
で
す
の
で
、
多

く
の
ス
タ
ッ
フ
が
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
中
心
と
な
る
５
人
は
、
院
長

で
あ
る
医
師
の
私
と
、
薬
剤
師
、

透
析
担
当
看
護
師
、
臨
床
工
学
技

士
、
管
理
栄
養
士
で
す
が
、
こ
の

シ
ョ
ン
療
法
】を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
同
院
の
織
本

健
司
院
長
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞

く
」
で
紹
介
＝
に
話
を
伺
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

　
︱
︱
︱
人
工
透
析
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
二
大
診
療
に
掲

げ
て
い
る
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
「
当
院
は
、
１
５
０
床
を
有
し

て
い
ま
す
が
、
人
工
透
析
治
療
を

必
要
と
す
る
患
者
さ
ま
が
、
か
な

り
の
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
並
行
し
て

提
供
で
き
る
病
院
は
、
全
国
的
に

も
少
な
く
、
四
国
や
九
州
か
ら
転

院
さ
れ
る
患
者
さ
ま
も
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
を
成
し
遂
げ
て
い
る

病
院
と
し
て
、当
院
は
恐
ら
く“
東

日
本
エ
リ
ア
で
最
大
級
”
の
規
模

だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ご
家
族
を
含
め
て
、
当
院
へ
の

メ
ン
バ
ー
を
『
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
』

と
名
付
け
、
こ
の
ほ
か
に
、
リ
ハ

ビ
リ
療
法
士
で
あ
る
理
学
療
法
士

や
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、

さ
ら
に
、
病
棟
看
護
師
な
ど
に
連

携
が
広
が
り
、
チ
ー
ム
医
療
を
展

開
し
て
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
そ
の
チ
ー
ム
医
療
の
内

容
に
つ
い
て
、
少
し
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
「
人
工
透
析
を
中
心
と
す
る
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

人
工
透
析
治
療
を
、診
療
の“
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
”
と
し
て
、
チ
ー

ム
医
療
を
展
開
し
て
い
ま
す
＝
上

図
を
参
照
。
人
工
透
析
治
療
が
土

台
と
な
り
、
そ
の
上
で
、
お
一
人

お
ひ
と
り
に
沿
っ
た
栄
養
や
水
分

状
態
を
考
え
た
り
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
を
組
ん
だ
り

し
ま
す
。
急
変
対
応
時
も
、
画
一

的
な
も
の
で
は
な
く
、
人
工
透
析

あ
り
き
で
動
き
ま
す
。

　

こ
れ
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、

幅
広
い
職
種
の
専
門
性
と
、
経
験

同院の透析医療のイメージ

人工透析を「プラットホーム」と捉えることで
多方面に対応できる医療を展開しています。

“ドルフィンズ”

透析診療チーム
ふれあい東戸塚ホスピタル

認知症

訪問
看護

医療安全
RRT

リハビリ
テーション

栄養
NST

感染
ICT
AST

多職種チームを結成（左３人目が織本院長）

を
持
ち
寄
る
こ
と
が
必
須
と
な
り

ま
す
。
決
し
て
、
医
師
だ
け
の
力

で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
内
容
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」

　
︱
︱
︱
そ
の
チ
ー
ム
医
療
で
の

実
績
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
例
え
ば
、
転
院
さ
れ
て
来
た

患
者
さ
ま
は
、
前
の
病
院
で
の
診

察
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
、
そ
の
際
に
、
前
の
担
当
医
か

ら
回
復
状
態
に
つ
い
て
お
褒
め
の

言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
ま
た
、検
査
の
数
値
は
、

ご
自
身
の
回
復
状
態
が
目
に
見
え

て
わ
か
る
も
の
な
の
で
、
そ
れ
を

お
伝
え
す
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ま

の
満
足
度
も
高
く
、“
医
療
の
プ

ロ
”
か
ら
も
選
ん
で
い
た
だ
け
る

病
院
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
実
績

を
重
ね
て
い
き
ま
す
」。

　
︱
︱
︱
お
話
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。注
・
感
想
な
ど
は
個
人
に
よ
り
ま
す
。

■
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

2



町田市

　　昇給（年１回）、ボーナス（年３回）、社会保険完備、退職金制度（勤続３年以上）、医療費補助制度など待遇

ふれあい東戸塚ホスピタル ☎045-827-2637
https://www.fureai-g.or.jp/ht-hosp/

医療法人社団
健齢会

〒244-0806 横浜市戸塚区上品濃16-8

環 

境

年間計画で丁寧なOJTを用意！
新人からベテランまで幅広く在籍。
研修場所が近く受講しやすい♪

時 

間

まずは、お気軽にお電話くださ
い。必要書類などをお伝えいたし
ます。お問合せだけでも構いま
せん♪ 
             

担当：総務課 篠原・清水

応  

募

【日勤】8：30～17：30（❶～❹）
【夜勤】17：00～翌9：00（❶❷）

※シフト勤務募
集
職
種
・
給
与

❶ 看護師〈病棟〉 　　　　　              23万2,000円～38万6,900円　
　
❷ 看護補助〈病棟〉 　　　　　              17万8,950円～27万8,800円
　
❸ 訪問看護師〈看護ST新設に向けた募集〉              26万2,200円～41万6,900円
❹ メディカルソーシャルワーカー　　       20万5,000円～33万1,100円　 給与について

● 　 は月給、　 は時給
● ❶❷の    は夜勤４．５回分を含む

ワークライフバランス
を重視した職場です！ 新人さんも着実に技術を習得できる職場です♫

1,500円～1,800円

1,100円～1,200円

正 補パJR 東戸塚駅 看護師・看護補助・訪問看護師・メディカルソーシャルワーカー

正

応 

募☎045-761-3581
https://www.fureai-g.or.jp/shiomidai/

康心会汐見台病院
〒235-0022 横浜市磯子区汐見台1-6-5

医療法人社団
康心会

病院見学や就職説明会を実施中！
詳細は当院ＨＰ「採用情報」、
またはお電話でご確認ください。

看護部長 近藤、総務課 赤岡

子育てによる
ブランク明け

の方や、

結婚を控えて
いる方も

安心して長く
働ける環境で

す。

院内保育あり
！ブランクがある方や、経験が浅い方も

「技術指導研修」※があるから安心♪
他にも、グループ教育機関による研修や

資格取得のチャンスあり！
※不安がある領域について、実際の場面を見学して、

シミュレーション・評価を行なう研修

充実のフォローアップ体制！

仕事と家庭を両立しやすい
残業少なめ（月平均４時間程度）で、プライベートも充実できる職場です。

久
良
岐
公
園

磯子駅

16

屏風浦駅

環
状
２
号

京急線

康心会
汐見台病院

汐見台交番前

JR 磯子駅　京急線  屏風浦駅・上大岡駅 看護師

看護師
28万4,800円（経験１０年目の場合）
　＋夜勤手当1万4,000円／回
［日勤］8：30～17：30
［夜勤］17：00～翌9：00
病棟、外来

募集職種

月　給

勤務時間

配属部署

看護師免許必須資格

ブランク有・経験が浅い方、歓迎♪優しく丁寧に教えます！ブランク有・経験が浅い方、歓迎♪優しく丁寧に教えます！説明会・見学会
実施しています！

周辺MAP

Recruit Information

医療系専門

ユニフォーム貸与 無料バス利用可

常勤（正社員） 非常勤（パート）

未経験歓迎

スキルUP

経験者優遇

アクセス 募集職種

保育所あり補助あり

資格限定

夜勤含む

手当あり

アイコン説明

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

内
視
鏡
検
査
か
ら
治
療
ま
で
一
貫
し
て
提
供

 
医
師
が
臓
器
の
中
を
小
型
カ
メ
ラ
で
観
察

バ
リ
ウ
ム
検
査
は
造
影

性
格
が
よ
い
か
（
良
性
）、
悪
い

か
（
悪
性
＝
イ
コ
ー
ル

が
ん
）
を
判
定
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
Ｑ
．
で
は
、
人
間
の
臓
器
の
中

で
、「
消
化
器
」
の
が
ん
を
調
べ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
ね
？

　

Ａ
．
は
い
。
内
視
鏡
検
査
で
は
、

微
少
な
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
内
視

鏡
は
、
検
査
だ
け
で
な
く
、
微
少

が
ん
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
が
ん

の
部
分
を
含
め
て
粘
膜
を
切
除
す

る
治
療
も
で
き
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
で

は
、
内
視
鏡
検
査
か
ら
、
そ
の
後

の
消
化
器
治
療
に
至
る
ま
で
、
一

貫
し
て
行
な
え
る
医
療
体
制
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
腹
の
不
調
は
、

当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
管
の
太
さ
が
少

し
ず
つ
異
な
り
ま
す
。

　
Ｑ
．で
は
、そ
の
内
視
鏡
を
使
っ

た
検
査
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
？

　

Ａ
．
内
腔
を
有
す
る
臓
器
の
中

に
、
先
端
に
カ
メ
ラ
を
装
填
し
た

菅
（
フ
ァ
イ
バ
ー
）
を
挿
入
し
ま

す
。
こ
の
管
は
、
屈
曲
が
自
由
で

柔
ら
か
い
の
で
、
口
か
ら
食
道
、

胃
、
十
二
指
腸
へ
進
み
、
ま
た
は

口
か
ら
声
帯
を
介
し
て
気
管
、
気

管
支
の
内
腔
を
観
察
で
き
ま
す
。

肛
門
か
ら
は
大
腸
へ
進
み
ま
す
。 

　

内
視
鏡
検
査
の
主
な
目
的
は
、

内
腔
面
を
覆
う
粘
膜
の
変
化
を
見

つ
け
、
そ
の
粘
膜
の
一
部
を
つ
ま

み
取
り
（
生
検
）、
顕
微
鏡
で
観

察
し
て
粘
膜
を
構
成
す
る
細
胞
の

　
Ｑ
．「
内
視
鏡
」
は
、よ
く
「
胃

カ
メ
ラ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

と
、
同
じ
も
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
は
い
。
一
般
的
に
、「
胃

カ
メ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

い
内
視
鏡
で
す
が
、
観
察
す
る
部

位
に
よ
っ
て
、胃
（「
胃
内
視
鏡
」）

の
ほ
か
、「
食
道
鏡
」「
十
二
指
腸

フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
」「
大
腸

内
視
鏡
」「
気
管
支
鏡
」
な
ど
が

　

関
内
駅
南
口
か
ら
徒
歩
３
分
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、

消
化
器
系
の
診
療
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。胃
や
大
腸
の
内
視
鏡
検
査
に
つ
い
て
、

同
院
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

う
の
は
、
担
当
の
医
師
で
す
。

　

内
視
鏡
室
内
で
は
、
医
師
の
ほ

か
、
看
護
師
や
内
視
鏡
技
師
（
臨

床
工
学
技
士
・
診
療
放
射
線
技
師
・

臨
床
検
査
技
師
）
な
ど
が
サ
ポ
ー

ト
し
な
が
ら
、行
な
っ
て
い
ま
す
。

各
検
査
の
特
徴
を
活
か
し
て

　

胃
の
検
査
で
は
、
代
表
的
な
も

の
の
一
つ
に
「
バ
リ
ウ
ム
検
査
」

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
造
影
に

よ
る
検
査
な
の
で
、
実
際
に
カ
メ

ラ
で
臓
器
の
中
を
観
察
し
、
凹
凸

な
ど
の
形
態
変
化
や
腫
瘍
が
あ
る

部
分
の
色
調
変
化
を
と
ら
え
る
内

視
鏡
検
査
と
は
異
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
造
影
と
い
う
方
法
に
お
い

て
も
、
全
体
の
形
態
や
大
き
さ
、

位
置
を
把
握
す
る
際
な
ど
に
、
利

点
は
あ
り
ま
す
。

く
、治
療
も
行
な
う
こ
と
が
で
き
、

以
前
に
比
べ
て
ス
ム
ー
ズ
な
実
施

が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

医
師
が
カ
メ
ラ
を
操
作

　

内
視
鏡
ス
コ
ー
プ
は
、
種
類
に

よ
っ
て
長
さ
や
太
さ
に
多
少
の
差

は
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
内
視
鏡

を
操
作
し
て
受
診
者
の
体
内
へ
挿

入
し
、
診
断
ま
た
は
治
療
を
行
な

で
す
。「
内
視
鏡
検
査
」
で
は
、

上
部
の
場
合
は
、
こ
の
管
を
口
ま

た
は
鼻
か
ら
挿
入
し
て
、
食
道
や

胃
、十
二
指
腸
の
内
部
を
観
察
し
、

下
部
の
場
合
は
、
下
部
専
用
の
管

を
、
肛
門
か
ら
挿
入
し
て
、
大
腸

の
内
部
を
観
察
し
ま
す
。

　

医
療
機
器
や
技
術
の
発
達
に

よ
っ
て
、
内
視
鏡
の
応
用
範
囲
は

広
が
り
、
検
査
や
診
断
だ
け
で
な

　
「
内
視
鏡
」
と
は
、
太
さ
１
㎝

ほ
ど
の
細
長
い
管
の
先
端
に
、
医

療
用
の
小
型
カ
メ
ラ
（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
）

ま
た
は
レ
ン
ズ
を
内
蔵
し
た
も
の

　

胃
や
大
腸
な
ど
の
消
化
管
の
検
査
で
は
、「
内
視
鏡
」
を
使
っ
て
、
カ
メ
ラ
映

像
で
実
際
に
臓
器
の
内
部
を
確
認
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。「
バ
リ
ウ
ム
」
で
の

検
査
と
は
異
な
り
、
医
師
が
映
像
で
色
調
や
形
態
の
変
化
を
確
認
し
ま
す
。

実際の内視鏡画像（大腸）

オ
フ
ィ
ス
街
に
あ
り
利
便
性
が
よ
い

ふれあい横浜ホスピタル
医療法人 回生会

☎045-681-5101
 横浜市中区万代町2-3-3

QRコードから
公式ホームページ
をチェック！

＊内視鏡検査は、消化器内科の診察後に必要性に応じて実施します。

午後

内視鏡

月

午前

消化器内科 火 水 木 金 土 日祝

▲

▲
第2・4・5週

第2・4・5週

地下鉄 関内駅

公園
首都高

横浜
スタジアム

JR関内駅

横浜文化
体育館

ココ

JR関内駅南口
または

地下鉄伊勢佐木長者町駅
から徒歩３分！

地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

同院の正面入口同院の正面入口

内視鏡検査

3



当院のホームページ上で動画をUPします

視聴の際のご不明点は
左記電話番号へ
お問合せください。

公開日以降に、ホームページ上で
動画を自由に見ることができます。

  ※Wi-Fiでの視聴をおすすめしております。

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

お問合せ

　タバコに含まれる有害物質は、主流煙よ
りも副流煙に多く、喫煙という行為によっ
て、本人だけでなく、一緒にいる大切な方ま
でも、重い病気にしてしまうリスクがありま
す。今回の講座を機に、医療の助けを借り
た「禁煙」にチャレンジしてみませんか？

タバコのない社会 ～禁煙外来のご紹介～

   We b   Ｗｅｂ
 医学講座

視聴フリー視聴フリーお好きな場所・時間に、何度でも！

３月25日（金）から公 開

講 師
ふれあい東戸塚ホスピタル
       　　　　  呼吸器内科 　本間 和夫 副院長

会場入場またはオンライン視聴でご参加を

↑会場周辺の地図

会場参加には
事前予約が必要
です（20名様まで）。
オンライン参加は、
当院ホームページで
視聴方法をご確認
ください。

ふれあい
鶴見ホスピタル

新子安駅
首
都
高
速 京急線

池
谷
戸

JR

1
シャトルバス
乗場
★

ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾４ｰ４ｰ22

お問合せ・ご予約

　公的保険には、「医療保険」や「年金保
険」などがありますが、「介護保険」は他と
少し異なります。介護保険サービスでは、実
際に利用するまでに、申請・調査・計画など、
いくつもの手順があります。現役のケアマネ
ジャーが介護保険について解説します。

介護保険サービスの利用方法いつか利用する時のためにも、

参加無料参加無料
医学講座

会場：ふれあい鶴見ホスピタル １階 会議室

オンラインで
自宅視聴も！

３月24日（木）
13：00~14：00

日 時 講 師　　      ふれあい鶴見
　　      居宅介護支援センター  

三木 尚江 
　　　　　　　ケアマネジャー

　
　

  

発
症
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
主
な
症
状

く
し
ゃ
み
で
嫌
な
思
い
を
す
る
前
に

飛
沫
を
と
も
な
う
花
粉
症
は
、ぜ
ひ
受
診
を
！

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

症
状
を
よ
く
理
解
し
た
り
、
さ
ら

に
、
今
ど
の
よ
う
な
症
状
に
困
っ

て
い
る
か
や
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ

う
な
経
過
が
あ
っ
た
か
な
ど
の
情

報
を
伝
え
て
、
症
状
の
緩
和
に
努

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚

ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、「
総
合
診

療
内
科
」
ま
た
は
「
皮
膚
科
」
に

お
い
て
、
花
粉
症
の
診
療
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
担
当
医
師
は
次

の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
花
粉
症
に
は
、
初
期
療
法
が

有
効
で
す
。
当
院
で
は
、
症
状
が

少
し
で
も
現
れ
た
時
点
で
、
受
診

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま

す
。『
最
適
な
治
療
』と
い
う
の
は
、

患
者
さ
ま
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
り
ま

す
。
医
師
に
ご
自
身
の
状
態
な
ど

を
詳
し
く
伝
え
る
こ
と
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
そ
の
上
で
、
当
院
で

は
、
最
適
な
治
療
内
容
を
提
案
し

て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
お
り

ま
す
。
花
粉
症
は
、
当
院
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
」。　　
〈
取
材
協
力
〉

う
症
状
が
あ
る
と
、
身
体
の
疲
弊

だ
け
で
な
く
、
抱
え
る
ス
ト
レ
ス

が
大
き
く
な
る
人
も
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
確
定
診
断
を

　
「
花
粉
症
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、

大
丈
夫
」「
花
粉
症
程
度
で
受
診

は
ち
ょ
っ
と
…
」
と
思
っ
て
い
る

人
で
も
、こ
の
機
会
に
、一
度
し
っ

か
り
と
医
師
に
診
て
も
ら
い
、
花

粉
に
対
す
る
自
身
の
ア
レ
ル
ギ
ー

　

花
粉
症
は
重
度
に
な
る
と
、
ア

レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
植
物
の
花
粉

が
飛
散
し
て
い
る
間
ず
っ
と
、
水

の
よ
う
な
鼻
水
（
水
様
性
鼻
汁
）

が
止
ま
ら
な
い
状
態
や
、
く
し
ゃ

み
が
連
続
し
て
出
た
り
、
鼻
づ
ま

り
が
続
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
こ
こ
最
近
は
、
社
会
全
体

で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
」へ
の
拡
大
防
止
意
識
が
高
く
、

く
し
ゃ
み
な
ど
の
飛
沫
を
と
も
な

　
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」（
JR
東
戸
塚
駅
か

ら
無
料
バ
ス
５
分
）
で
は
、「
総
合
診
療
内
科
」
ま
た

は
「
皮
膚
科
」
で
花
粉
症
の
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

す
。
こ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
、
あ
る

レ
ベ
ル
に
達
す
る
と
、
今
度
は
花

粉
が
入
っ
て
き
た
時
に
「
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
」
を
起
こ
す
よ
う
に
な

り
、
症
状
が
現
れ
る
の
で
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
と
し
て
は
、

鼻
は
鼻
水
、
目
は
か
ゆ
み
、
肌
で

は
か
ゆ
み
や
赤
み
、
熱
っ
ぽ
さ
、

乾
燥
な
ど
の
出
現
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
見
た
目
で
わ
か
る
症
状

以
外
に
も
、
腹
部
の
不
快
感
や
下

痢
な
ど
の
胃
腸
の
不
調
や
、
だ
る

さ
、
無
気
力
、
気
分
の
落
ち
込
み

な
ど
が
出
る
人
も
い
ま
す
。

か
に
、
ヒ
ノ
キ
や
ハ
ン
ノ
キ
、
シ

ラ
カ
ン
バ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

花
粉
は
、
前
日
が
雨
天
で
あ
っ

た
翌
日
の
晴
天
時
に
、
風
が
強
く

て
乾
燥
し
て
い
る
と
、
飛
散
量
が

多
く
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

蓄
積
レ
ベ
ル
を
超
え
た
時
に

　

目
や
鼻
か
ら
花
粉
が
入
り
、
体

内
で
そ
れ
が
“
敵
”
と
み
な
さ
れ

る
と
、
対
抗
す
る
た
め
に
、
抗
体

が
つ
く
ら
れ
ま
す
。
こ
の
抗
体

は
、
敵
で
あ
る
花
粉
に
触
れ
る
た

び
に
、
体
内
に
溜
ま
っ
て
い
き
ま

　

こ
の
時
季
に
気
に
な
る
花
粉
。

「
花
粉
症
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
植
物
の
花
粉
に
対
す
る
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応
で
す
。

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ス

ギ
の
花
粉
（
花
粉
症
の
全
患
者
の

約
７
割
／
「
花
粉
症
特
集
」
厚
労

省
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
で
す
が
、
そ
の
ほ

スギ

ヒノキ

ハンノキ
シラカンバ

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637

＊「総合診療内科」は、花粉症の他に、
　内科系に広く対応する診療科です。

総合診療内科＊

午後

月

13：30～16：30

午前
8：30～11：30

受 付 火 水 木

■

金 土 日祝

 横浜市戸塚区上品濃16-8

■皮膚科

横浜新道

東戸塚駅

品濃橋

公園

西口

シャトル
バス
乗り場

シャトル
バス
乗り場

病院ココ
大学

東急
ストア
東急
ストア 西口西口

東口東口

横浜新道 

東戸塚駅

サイゼリヤサイゼリヤ
松屋松屋

東戸塚西口
プラザ
東戸塚西口
プラザ年金

事務所
年金
事務所積水

ハウス

駐輪場駐輪場

ファミリー
マート

無料バス
乗場

東戸塚駅から
無料バスのご利用を！

花 粉 症

脳
梗
塞
・
脳
出
血・
く
も
膜
下
出
血
の
違
い
は
？

認
知
症
や
頭
痛
、感
覚
障
害
、後
遺
症
な
ど

脳
と
神
経
の
分
野
に
強
い「
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
」

専
門
外
来
も
設
置

境
に
関
す
る
助
言
、
福
祉
用
具
の

活
用
提
案
な
ど
も
行
な
う
外
来
で

す
。
主
に
、
脳
血
管
障
害
、
頭
部

外
傷
、
関
節
痛
、
リ
ウ
マ
チ
、
脊

髄
損
傷
、
四
肢
切
断
、
神
経
疾
患

な
ど
が
対
象
の
外
来
で
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

脳
や
神
経
に
関
わ
る
病
気
、
頭

部
の
不
安
は
、「
ふ
れ
あ
い
鶴
見

ホ
ス
ピ
タ
ル
」
に
相
談
を
。

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７

鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の
22

最
寄
り
駅
は
生
麦
駅（
徒
歩
10
分
）

低
下
、
ま
ひ
、
ろ
れ
つ
障
害
、
感

覚
障
害
（
し
び
れ
）、
今
ま
で
で

き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
人
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
外
来

　

運
動
機
能
の
低
下
な
ど
で
、
生

活
上
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
人

に
、
機
能
訓
練
の
ほ
か
、
生
活
環

下
症
な
ど
）
も
診
察
し
ま
す
。

■
神
経
内
科
／
頭
痛
専
門
外
来

　

中
枢
神
経
（
脳
・
脊
髄
）
の
異

常
や
、
末
梢
神
経
ま
た
は
筋
肉
の

異
常
に
と
も
な
う
症
状
を
診
察

し
、
治
療
し
て
い
ま
す
。
頭
痛
の

ほ
か
、
判
断
力
の
低
下
や
、
体
の

異
常
な
運
動
、
歩
行
障
害
、
筋
力

■
脳
神
経
外
科
／
物
忘
れ
専
門
外
来

　

主
な
診
察
内
容
の
一
つ
に
、“
も

の
忘
れ
”
の
検
査
が
あ
り
ま
す
。

正
常
加
齢
に
よ
る
も
の
か
、
そ
れ

と
も
認
知
症
初
期
段
階
か
を
判
別

し
、
さ
ら
に
、
間
違
え
ら
れ
や
す

い
病
気
（
水
頭
症
、
慢
性
硬
膜
下

血
腫
、
う
つ
病
、
甲
状
腺
機
能
低

　

鶴
見
区
東
寺
尾
に
あ
る
地
域
病
院
「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
脳

神
経
外
科
医
・
神
経
内
科
医
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
が
連
携
し
、「
脳
神
経

系
疾
患
」に
強
い
診
療
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

血
管
が
破
れ
て
出
血
し
ま
す
。

　

脳
に
酸
素
や
栄
養
を
運
ぶ
血
管

（
深
部
に
な
る
ほ
ど
細
い
）
が
、

高
血
圧
や
老
化
の
影
響
で
弾
力
を

失
い
、
弱
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
強
い

血
圧
が
加
わ
る
と
、
血
管
の
一
部

が
小
さ
く
膨
ら
む
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
へ
さ
ら
に
強
い
血
圧
が

か
か
る
と
、
弱
い
血
管
は
破
れ
、

出
血
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

脳
出
血
で
は
、
脳
の
深
部
が
破

壊
さ
れ
る
た
め
、
大
き
な
後
遺
症

が
残
っ
た
り
、
死
に
至
る
ケ
ー
ス

は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

部
位
に
よ
っ
て「
く
も
膜
下
出
血
」

　

同
じ
よ
う
に
、
出
血
を
と
も
な

う
も
の
で
も
、
脳
の
表
面
近
く
に

あ
る
「
く
も
膜
」
の
下
を
通
る
血

管
の
出
血
で
は
、「
く
も
膜
下
出

血
」
と
な
り
ま
す
。
頭
に
は
、“
ク

モ
の
巣
”
の
よ
う
な
う
す
い
膜
が

あ
り
、
そ
の
す
ぐ
下
に
太
い
脳
動

脈
が
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
破

れ
て
出
血
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

脳
神
経
外
科
を
受
診
し
て
、
発
症

す
る
前
に
で
き
る
予
防
を
行
な
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

詰
ま
る
の
が
「
脳
梗
塞
」

　
「
脳
梗
塞
」
と
は
、
脳
の
血
管

が
詰
ま
っ
た
り
、
血
管
が
と
て
も

細
く
な
っ
て
、
血
流
が
悪
化
し
、

脳
に
供
給
さ
れ
る
は
ず
の
酸
素
や

栄
養
が
不
足
し
、
脳
の
組
織
が
部

分
的
に
死
ん
で
し
ま
う
状
態
で

す
。

細
い
血
管
が
破
れ
る
「
脳
出
血
」

　

そ
れ
に
対
し
、「
脳
出
血
」
は
、

療
に
努
め
る
の
で
は
な
く
、
肥
満

や
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
「
生

活
習
慣
病
」を
抱
え
て
い
る
人
は
、

定
期
的
に
脳
ド
ッ
ク
を
受
け
た

り
、心
配
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

　

脳
卒
中
（
脳
梗
塞
／
脳
出
血
／

く
も
膜
下
出
血
）
は
、
が
ん
や
心

臓
病
と
並
び
、「
三
大
生
活
習
慣

病
」
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
は
、
発
症
し
て
か
ら
治

　

脳
卒
中
は
、
重
い
後
遺
症
を
も
た
ら
し
、
ま
た
は
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
る
恐

ろ
し
い
病
気
で
す
。
発
症
し
て
か
ら
病
気
に
向
き
合
う
の
で
は
な
く
、
脳
卒
中
に

つ
い
て
知
り
、
日
頃
か
ら
、
健
康
な
血
管
状
態
な
ど
を
心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

脳卒中の種類

くも膜

血栓
脳梗塞

脳出血 くも膜下出血

深部の血管が
破れて出血

血管が詰まる

くも膜の下で
太い血管が出血

ふれあい鶴見ホスピタル
脳神経外科

石井 映幸 副院長

ふれあい鶴見ホスピタル
脳神経外科

土屋 喜照 医師

ふれあい鶴見ホスピタル
神経内科

馬場 泰尚 医師

ふれあい
鶴見ホスピタル

鶴見駅や新子安駅から無料シャトルバスを運行中
病院直通バス（無料）

ふれあい
鶴見ホスピタル

生麦駅
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